
取組と目標に対する自己評価シート 

 

年度 令和５年度 

 

前期（中間見直し） 

実施内容 

 

自己評価結果 

 

課題と対応策 

 

 

後期（実績評価） 

実施内容 

・認知症サポーター養成講座の実施 実施回数３回、受講者数 63人 

・認知症初期集中支援チーム対応件数 ２件 

自己評価結果【△】 

・認知症サポーター養成講座では、一般市民向け・企業の方・中学生向けの養成講座を開催するな

ど、幅広い年代・職種に対して実施することができたが、受講者数は目標値に達しなかった。 

・認知症に関する相談は初期集中支援チームで対応する前に、包括支援センターにて対応するケー

スが多く、目標値には達しなかった。 

課題と対応策 

【評価時点での課題】 

・認知症サポーターの認知度が低い。 

・認知症が疑わる方に対する市民の対応をみると、「認知症」について表面的な理解にとどまり、真

の理解までにはまだ課題が多い。 

・初期集中支援チームの活動について浸透していない。 

【課題に対する改善策】 

・認知症の理解の普及啓発、認知症の方や家族に寄り添える、ご近所の見守りや地域活動へのつな

がりを目的に認知症講座（VR体験）を今年度も開催する。 

・認知症サポーター養成講座や、ふり返り講座を継続する。 

・チームオレンジ・ステップアップ講座で認知症について再認識・理解を深めてもらう。 

・認知症サポーター募集の旗を作成し、イベント等で再周知する。 

・初期集中支援チームが包括内に設置されていることを含めて、市民が混乱しないかたちでチーム

の活動について周知していく。 

・認知症地域支援推進員と協力しながら、総合相談や認知症実態調査等から支援チームが介入すべ

き事例の掘り起こしや選定を行う。 

 


